ノエル・ペリが残した近代の文化交流 : オペラから能楽への軌跡 by 坂東 愛子













































滞日期間 滞在地 職　業 主な出版・教育・研究活動
1889 年 明 22 横浜→東京→名古屋 日本語学習を始める
1890 年 明 23 松本 司祭
1892 年 明 25 東京→松本 孤児院管掌→司祭
189（ 年 明 29 東京 司祭 東京へ召還
1898 年 明 31 │ 司祭
邦文雑誌『天地人』創刊、書店
「三才社」創立
1899 年 明 32 │ 司祭・東京音楽学校嘱託教師
オルガン・和声法・作曲・フラ
ンス語を教授する
1901 年 明 34 東京→水戸 司祭転任・同学校嘱託教師 『天地人』廃刊、「三才社」経営辞職
1902 年 明 35 水戸→東京 司祭辞職・同学校嘱託教師
外国宣教会脱退、以後日本研究
に専念






1904 年 明 37 │ 東京音楽学校嘱託教師解職
雑誌『能楽』、能楽文学研究会に
よる研究活動
190（ 年 明 39 東京→上海 新聞記者
1907 年 明 40 ハノイ フランス極東学院研究員 第 1 回日本出張
1909 年 明 42 │ │
学院報にて日本研究の論文発表
を開始
1913 年 大 2 │ │ 第 2 回日本出張
1915 年 大 4 │ │ 第 3 回日本出張
1918 年 大 7 │ │ 第 4 回日本出張
1920 年 大 9 │ │ 第 5 回日本出張
Le	Nô/Peri,	Noël.
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その功績 直接影響したものではないが、田辺の音楽理論の礎は、ペリから学んだ西洋 音楽理論 生かされたものであっただろう。
3．能楽文学研究会における活動
明治三一年、既に東京に定住していたペリは、 『仏文




























































ている。古市はフランス留学経験のある工学者で、能楽愛好家であった。彼は、その書評を雑誌『能楽』の「外国人の能研究」 （第八巻第七号）に取り上げ、その後、論文の大部分を邦訳し、 「能の研究」と題して雑誌『能楽』 （第一一巻第一号附録）に寄稿した。四三年六月、研究会の発足七年目を記念した「能楽源流表彰会」において、ペリの 「
E







































































































inq nô : dram
es  
lyriques  japonais 」として出版された。
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10） 局外生「歌劇オフォイスを観る」 『帝国文学』 （一九〇三年九月号、一一八頁）
（










15） 池内信嘉「能楽の研究家ノエル・ペリー氏逝く」 『能楽旬報』 （第三巻一四号、一九二二年、一四頁）
（
1（） ノエル・ペリ「能楽に就ての所感」 『能楽』 （第三巻一号附録、一九〇五年、一三頁）能楽文学研究会日本語講演の速記によるものである。
（
17） 池内信嘉「雑報」 『能楽』 （第二巻 二号～第三巻一二号、一九〇四～一九〇五年）において、能楽文学研究会の活動が記録されている。
（
18） 池内信嘉「雑報」 『能楽』 （第三巻一一号、一九〇五年、六一頁）
（




20） 田中正平に師事した北村季晴は長唄の採譜を行い、市川団十郎との交流から、長唄囃子とピアノ・オルガン・ヴァイオリン・クラリネットの和洋折衷による一ヶ月公演が実現した。 （奥中康人「和洋合奏道成寺─北村季晴による日本音楽改良と挫折─」 『名古屋芸術大学研究紀要』（第二八巻、二〇〇七年、三三七～三五二頁）
（








24） 父内藤濯の回想を伝えた内藤初穂の『星の王子の影 かたちと』 （二〇〇六年、一九七頁）に記されてい
（
25） 山田珠樹の妻として追悼記念会に同行していた、森茉莉の『記憶の絵 一九六八 八一 よる。
（
2（） 内藤前掲『星 王子の影とかたちと』 （二〇〇六、一九九頁）
